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大学生の職業選択に関する
意識について

はじめに

就職活動を始める際、自分がどのような業界や職種に興味を持っているの
かがわからないという学生は多い。自己理解の不足や必要な情報を収集する
ことができないため、自身の将来を決定できないようである。大学生が業界や
就職先を選ぶ際、どのようなきっかけで業界や企業に興味を持つのかを明ら
かにし、最近勢力を増しているピーチ・アビエーションなどの格安航空会社（以

下、LCC ⑴とする）を就職先として考えるには何が必要かを考察する。
大学の講義で航空業会への就職に興味を持った学生に航空業界の様々な

仕事について説明し、具体的に働くイメージを持ってもらうよう動画も使いなが
ら授業をすることによって、第1回目の授業と第15回目の授業で、学生がどのよ
うな職業に興味を持つかを比較し、学生が有益と考える授業内容、興味を持
つ職種に変化があるかを調査した。さらには、実際の職場に行くことにより、そ
の仕事への興味がさらに増すかどうか、どのように感じるかを調べた。

結果、授業を通し、それまで知らなかった仕事や業務についての理解が深ま
ると、その職種への興味が増した。一方で、実際の職場に行き、働いている従
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業員の話を聞いても、その興味は変わらなかった。

1．調査の背景――航空業界への就職

大学卒業者の就職内定率は、リーマンショックや東日本大震災の頃から比
べると、回復の傾向にあり、94.4％⑵に上がった。人手不足と言われる就職活
動において、数社からの内定を得、希望する職業、企業に入社する学生がいる
一方、希望しない企業にしぶしぶ就職する学生も少なくない。

なかでも運輸業界や航空会社は志望する学生が多く、東洋オンライン⑶調
べによると2015年卒業生が選ぶ、人気企業300社ブランドランキングで、4
位：ANA、16位：JAL、64位：ANA成田エアポートサービス、70位：JALスカイ、
100位：成田国際空港、228位：ANAセールスであり、空運や航空関連事業の
人気は高い。

また、マイナビ大学生就職企業人気ランキング⑷によると、2015年卒文系学
生の人気ランキング1位：JTB、2位：ANA、3位：HIS、4位：JALであった。旅行・
航空企業はここ10年以上、ほぼベスト10に入っていることから、多くの大学生
にとって、興味・関心を持っている企業や業界のひとつであることがわかる。
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図表 1 　マイナビ大学生就職企業人気ランキング調査推移

 （出所）マイナビ大学生就職人気ランキング調査推移。
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（1）航空会社の分類　　　

ひとくちに航空会社といってもその規模や業態によってさまざまな特色があ
るため、日本国内および日本と海外とを就航している主な航空会社を下記のよ
うに分類した。
①国内大手航空会社

国内の大手航空会社は、航空機の運航、空港内の仕事、販売、コールセン
ターなどグループ化が進んでいる。企業や職掌も異なっているため、自分がや
りたい仕事に合わせて採用試験を受ける必要がある。例えば、全日本空輸株
式会社に入社するといっても、総合職になるのか、自社養成パイロットなのか
などにより、応募資格が異なっている。グランドスタッフは空港ごとの採用が主
流であり、羽田空港のグランドスタッフになりたい場合と関西国際空港でグラ
ンドスタッフになりたい場合、受験する会社が異なる。

主な航空会社

国内大手航空会社 JALグループ、ANAグループ

国内新興航空会社 スカイマーク、ソラシドエアー、AIR DO、スターフライヤーズなど

地方航空会社 IBEXエアラインズ、フジドリームエアラインズなど

国内LCC ピーチ・アビエーション、ジェットスター、バニラエアー、春秋航空日本など

外資系航空会社 シンガポール航空、ルフトハンザ航空、アメリカン航空など

外資系LCC スクート、ジェットスター･アジア航空、香港エクスプレスなど
 （出所）筆者作成。

図表 2 　航空会社の分類

職種

企業名
総合職 パイロット 整備 客室乗務員 グランド
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業務企画職
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（65名程度）

自社養成
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業務企画職
技術系

（20名程度）

客室乗務員
（200名程度）

株式会社
JALスカイ
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JALグランド

サービス
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ANA
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エアポート
サービス
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ニティクルー）
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 （出所）筆者作成。

図表 3 　2015年卒業新卒学生募集
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②国内新興航空会社
規制緩和により、1990年代以降に就航を開始した国内航空会社で、地方自

治体との結びつきが濃い。大手国内航空会社よりも運賃を安く設定している
場合が多いが、格安航空会社よりも安いわけではなく、時期によっては大手国
内航空会社と同等の時期もある。

③地域航空会社
コミューター航空とも呼ばれる、地方空港を拠点としている航空会社。小型

航空機で近距離の2つの地点を中心に結ぶ航空会社のことである。採用人数
が限られる。

④国内 LCC
2010年以降に誕生し、ここ数年で搭乗者数を増やしている。機内サービス

の有料化やインターネットによるチケットの販売、シンプルな料金体系などで
今まで飛行機を利用していなかった層の需要を拡大させている。採用に関して
は、ほとんどが正社員ではなく契約社員であり、人件費を抑えている。

⑤外資系航空会社
外資系航空会社について「日本企業には新卒という概念があるが、一般的

に航空会社は雇用調整により、マンパワーが必要な時に募集をする。日本人客
室乗務員がマイノリティである外資系の航空会社は、日本企業ほど日本人が必
要ではないために、メガキャリアでも大人数を一度に採用することはないし、
毎年リクルートが実施されるわけでもない。応募とその条件は、採用試験の実
施数ヵ月前にインターネットや英字新聞などに掲載される」⑸と八巻はその著
書に記しているように、特に外資系航空会社での採用は不定期であり、欧州の
航空会社などは数年に1度しか募集がないのが現状である。

⑥外資系 LCC
海外から日本に就航している外国のLCC航空会社。日本人客室乗務員を雇
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用しているが、ベース基地は海外（本国）の場合がほとんどである。

（2）分類別による採用の傾向

①航空会社客室乗務員の募集状況
次に、客室乗務員の採用についてその違いを確認する。国内航空会社の客

室乗務員（以下、CAとする）新卒採用は比較的定期的に募集しているが、既卒・
経験者を募集する場合も多い。運航便の路線計画に合わせて人員計画は策定
されるが、訓練に約2ヶ月かかる。増便やCAの妊娠休暇などの労働力不足対応
のため既卒・経験者を都度採用する。2013年9月～2014年8月の募集のうち、
国内航空会社で募集回数全体の57％、外資系航空会社の45％は新卒でも応
募が可能であった。しかし、新卒のみが応募できる募集に限定すると、国内航
空会社で11％、外資系航空会社で4％でとかなり少ない。新卒で受験する場合
の多くは、既卒者や経験者と競い合わなければならない状況である。

②募集人数が比較的多い LCC
最近話題になっているLCC（格安航空会社）の客室乗務員募集人数は、比較

的多く、数十人単位である。「LCCによる旅行と消費の変化」⑹によると、「LCC
元年と言われた2012年から1年半が経過し、LCCと既存の航空会社の違いが
徐々に認識されたこともあり、LCC利用者は着実に増えていることが分かる。
また、同期間の国内線利用者全体もそれぞれ21％、11％増加、また鉄道利用者

新卒
11％

既卒
11％

経験者
12％

新卒・
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図表 4 　国内航空会社CA募集回数割合

 （出所）『エアステージ』9月号、各社ホームページ。
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図表 5 　外資系航空会社CA募集回数割合

 （出所）図表4と同じ。
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（JR東日本、JR東海、JR西日本の合計）も増加しており、LCCが限られた旅行者
の奪い合いではなく、旅行者そのものの増加にもつながっていることがうかが
える」とあるように、LCCが一般に広く浸透していることがわかる。

航空会社求人数 募集発表日 新卒・既卒 採用数

JAL 2014年8月 既卒 相当数

IBEXエアラインズ 2014年7月 新卒・経験者・既卒 若干名

北海道エアシステム 2014年7月 新卒・既卒 若干名

ANA 2014年6月 既卒 100名程度

IBEXエアラインズ 2014年5月 経験者 若干名

AIR DO 2014年5月 新卒・既卒 若干名

オリエンタルエアブリッジ 2014年4月 新卒・既卒 若干名

ANAウイングス 2014年3月 既卒 明記なし

フジドリームエアラインズ 2014年3月 新卒・既卒 10～20名

ソラシドエア 2014年3月 新卒・既卒 50名程度

ピーチ・アビエーション 2014年2月 既卒 90名程度

春秋航空日本 2014年1月 経験者・既卒 若干名

ANA 2014年1月 新卒 500名

春秋航空日本 2014年1月 経験者 48名

エアージャパン 2014年1月 経験者 48名

ANA 2013年12月 既卒 未定

ANAウイングス 2013年12月 既卒 20名程度

ANAウイングス 2013年12月 新卒 40名程度

JAL 2013年12月 新卒 200名

ソラシドエア 2013年12月 新卒・既卒 明記なし

スターフライヤー 2013年10月 既卒 明記なし

北海道エアシステム 2013年10月 新卒・既卒 若干名

バニラエア 2013年9月 新卒・既卒 60名程度

日本エアコミューター 2013年9月 新卒・既卒 明記なし

IBEXエアラインズ 2013年9月 新卒・既卒 若干名

フジドリームエアラインズ 2013年9月 新卒・既卒 10～20名
 （出所）『エアステージ』9月号、各社ホームページ

図表 6 　国内航空会社CAの主な求人（2013年9月～2014年8月）
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航空会社求人数 募集発表日 新卒・既卒 採用数

カタール航空 2013年11月 既卒 明記なし

チャイナエアライン 2013年11月 新卒・既卒 24名

スクート 2013年12月 既卒 明記なし

エミレーツ航空 2013年12月 新卒・既卒 明記なし

エバー航空 2014年2月 新卒・既卒 28名

カタール航空 2014年2月 既卒 明記なし

エミレーツ航空 2014年2月 既卒 明記なし

シンガポール航空 2014年2月 新卒・既卒 明記なし

マカオ航空 2014年3月 既卒 明記なし

大韓航空 2014年3月 既卒 40名程度

エティハド航空 2014年4月 新卒・既卒 明記なし

フィリピン航空 2014年4月 新卒・既卒 明記なし

カタール航空 2014年4月 既卒 未定

香港エクスプレス 2014年4月 新卒・既卒 明記なし

ジェットスター･アジア航空 2014年5月 新卒 明記なし

カタール航空 2014年5月 既卒 明記なし

中国南方航空 2014年6月 新卒・既卒 20～30名

エミレーツ航空 2014年6月 既卒 明記なし

カタール航空 2014年7月 既卒 明記なし

香港ドラゴン航空 2014年7月 新卒・既卒 20～24名

エバー航空 2014年7月 既卒 36名以上

タイ･エアアジアX 2014年8月 既卒 約20名
 （出所）『エアステージ』9月号、各社ホームページ。

図表 7 　外資系航空会社CAの主な求人（2013年9月～2014年8月）

③企業の差や業務の違いが見えづらい航空業界
航空業界の採用は複雑であり、希望職種を明確にして受験しなければなら

ない。しかし、グループ間での異動が日常的に起こっているためや、制服が同じ
もしくは似ているため、よほど詳しくない限り、違いがわからない。例えば全日
本空輸株式会社とANAウイングスでは会社は異なるが、制服が同じであるな
ど、外からの見分けがつかない。JALグループでは航空会社によりCA制服のス
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カーフの色が違う程度である。
さらには、LCCとJAL、ANAなどのフルサービスキャリア⑺（以下、FSCとする）

の違いも利用頻度の少ない大学生にとっては何が異なっているのかは正確に
は理解するのは難しく、複雑な採用は受験機会を減らすことになる。仕事と企
業や職種を正しく理解する必要がある。なかには、一度CAがいいと思い込ん
だら、それしか見えない学生も多い。仕事内容をそれほど理解することなく、
「JALがいいんです」、「ANAでないとダメだ」、「JALかANAの客室乗務員以外
は受けません」といったことを言い出す学生は多い。自身が知っている知識の
みを頼りに判断している傾向が見られる。

客室乗務員がよいのであれば、様々な企業があるにもかかわらず、FSCには
行きたいがLCCは行きたくないという学生は、仕事内容や企業を十分に理解し
ているのか、疑問に感じる。LCCの多くが3年契約で終了するためであろうか。
それとも、機内販売や機内清掃をするからなのか。

このような背景から、本稿では航空業界を正しく理解し、学生自身が職業選
択を適切に行うためにも、大学生の職業選択やキャリア形成において、航空会
社を就職先として選択する、または、選択しない理由には何が影響するのかを
明らかにしたい。

2．調査の実施とその結果

（1）先行研究と仮説　
山田［2007］は、就職しようと考えている職業について、「その職業は、本当

に就きたい理想の仕事か」を大学4年生810名に調査し、69.5％は「理想の仕
事である（以下、理想群とする）」と回答した。就こうとしている職業についての
情報源については、下記の結果を報告している。その職業（仕事）を目の当たり
にすることであり、他に情報を求めることなく、自分でその職業を決定している
学生が「理想群」に多い傾向にある。また、女子学生に関してのみ「大学の講
義で聞いた」、「テレビや映画で見た」の回答は「理想群」に、「会社説明会・
セミナー」、「就職情報サイトで知った」の回答は「非理想群」に多い回答傾向
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だった。
このように、理想の仕事に就くための情報源は、その仕事を目の当たりにし、

自分で決めることはわかったが、実際に仕事の現場を見ることにより、学生は
どのような反応を示し、影響を受けるかについては述べられていない。また女
子学生のみだが、「大学の講義で聞いた」ということも理想の就職へ影響を与
えているのであれば、授業を受ける前と受けた後では希望する職種も変化する
のではないかと考え、「大学の講義で航空業界の仕事について詳しく聞くこと
は、職業選択をするうえで影響を及ぼす」と仮定し、授業第1回目と第15回目に
アンケート調査で検証することにした。第1回目の授業と第15回目の授業で興
味を持つ職種の変化を調べた。

次に、実際に航空業界の職業（仕事）を目の当たりにすることは、職業選択
をする上で影響を及ぼすと仮定し、仕事の現場で実際に働いている人々の様子
を見学、社員と話す職場見学会を実施し、どのように感じたかアンケートに答え
てもらうことにした。

（2）調査の実施　　
A社では、人材育成や航空産業についての講義や講座を全国30大学以上に

提供している。そのうち、「エアライン・ホスピタリティ・プログラム」導入校は、
12校（2013年度時）である。「エアライン・ホスピタリティ・プログラム」とは、A
社グループの財産である「人材育成」の手法を「大学教育」用にアレンジし、卒
業後、航空業界のみならず様々な分野で活躍できるための基礎力を身につけ
るためのプログラムである。航空関連、ホスピタリティ関連の授業とキャリアサ
ポート業務（就職相談を含めたキャリア相談）を提供している。

このプログラムを導入しているY大学の授業受講者、キャリアサポート利用
者の2年生～4年生に、アンケート調査を実施した。

①航空会社を志望する学生は 25％――第1回目の授業
第1回目の授業時に、「将来どのような仕事に就きたいと考えているか」答

えてもらったところ、「航空会社」と答えた学生が25名（30％）いた。その25名
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（男子学生8名19％、女子学生17名43％）に対し、どのような職種に就きたいと考
えているか質問した。結果、客室乗務員、空港旅客サービス、空港グランドハン
ドリング、予約・販売、事務系総合職など、近年、Y大学の卒業生が就職してい
る仕事であった。一方で、貨物、パイロット、運航管理などを希望する学生はい
なかった。

②航空会社の実態を客観的に講義――第 2〜14 回目の授業
第2回目以降の授業で、航空業界、ならびに航空会社の様々な仕事（客室乗

務員、パイロット、運航管理、整備、機内食、旅客サービス、清掃、グランドハンドリン

グ、貨物、予約・販売、コールセンター、税関などの公務員、空港ビル）について紹介

第1回目授業時 第15回目授業時 ANAグループ職場見学会

日時
2014年4月9日
（第1回目授業欠席者
は15日実施）

2014年7月23日 2014年8月27日

アンケート数 83名（男43・女40） 69名（男40・女29） 19名（男8・女11）

学年
４年以上　14名
３年　　　20名
２年　　　47名

4年以上　9名
3年　　　20名
3年　　　40名

4年　3名
3年　6名
2年　10名

 （出所）筆者作成。

図表 8 　アンケート概要

客室乗務員 4

空港旅客サービス 10

空港グランドハンドリング 4

予約・販売 2

貨物 0

パイロット 0

運航管理 0

事務系総合職 4

その他 1
 （出所）筆者作成。

図表 9 　将来、就きたい職種
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し、業務内容、その仕事に就くためにはどのような企業に入社し、キャリアパス
を歩むか、募集要項などを説明した。また、実際に働いている社員が日 ど々の
ように感じながら仕事をしているのか、学生時代にやっておけばよかったこと、
将来の目標などを語ってもらっているインタビュー動画を毎回の授業で5～10
分間上映した。

授業を進めるに際し留意したことは、航空会社の実態をできるだけ客観的
に伝えたことである。例えば、旅客サービス、CAは何時に起きて準備をする
か、運航ダイヤを見ながら説明した。グランドハンドリングでは外での作業特
有のことを話し、イメージだけではなく実際には大変なことのほうが多いという
ことを理解してもらうよう努めた。

③再度アンケートの実施――第15回目の授業
再度、第15回目の授業でアンケートを実施し、「将来、航空業界で働きた

い、転職したいと思いますか」と質問した。4年生の学生の中には他業界内定者
もいたため、転職という文言も加えた。69名中44名（63.8％）、男子学生40名
中25名（62.5％）、女子学生29名中19名（65.5％）は「非常に思う」、「思う」と
答え、航空業会で働きたいと思っている学生が第1回目授業の時よりも増加し
た。山田［2007］によると女子学生の方が、「大学の講義で聞いた」ということ
も理想の就職へ影響を与えているとのことであったが、今回男女の増加率を比
較すると、男子学生の方が授業を受けた後の希望者が増えていた。女子学生
は元来、航空業界に興味を持っていたためであろうと推測される。

また、「将来、航空業界で働きたい、転職したいと思いますか」の質問に「非
常に思う」、「思う」と答えた44名に「どのような職種なら働きたいと思うか」
当てはまるもの全てを選んでもらったところ、「貨物」、「運航管理」など、第1
回目の授業の際には興味を示していない職種にも興味を持っていることがわ
かった。第1回目の授業時のアンケートでは、希望職種を1つのみ選んでもらっ
たが、第15回目の授業の際には、当てはまるもの全てを選んでもらった。「運
航管理」に関しては、3名の学生が「運航管理」のみを選んでおり、授業を受け
ることにより、興味関心を持ったものと思われる。
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働きたい企業・官庁に関して、空港ビルディング、公務員など普段テレビなど
でしばしば取り上げられているCAやグランドスタッフなどの職種以外の職種に
興味を持つ学生が増加した。

④どのような授業が効果的か
どのような企業、官庁で働きたいか、働きたいと思うかを選んでもらったとこ

ろ、FSCを選ぶ学生は多かったが、地方航空会社に興味を持つ学生は1名のみ
であった。

どのような授業方法が学生に影響を及ぼしているのかを確認するために、
「有益と感じた授業方法を2つ選んでください。1つしかなかった場合は1つ、
無かった場合はチェックをする必要はありません」と質問したところ、DVDやビ

非常に
思う
23％

思わない
11％

わからない
20％

全く
思わない
1％

思う
42％

図表 10 　将来、航空業界で働きたい、転職したいと思うか

 （出所）筆者作成。

どのような職種なら働きたいか？　働きたいと思うもの全てを選んでください。（単位：人）

客室
乗務員

空港旅客
サービス

空港
グランド
ハンドリング

予約・販売 貨物 パイロット 運航
管理者

事務系
総合職 その他

10
21

18

11

4
6

9

13

1

図表 11 　働きたい職種

 （出所）筆者作成。
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どのような企業、官庁で働きたいか？　働きたいと思うもの全てを選んでください。（単位：人）

36

6 7
1

14

21

7 7 5
1

J
A
L
、A
N
A
な
ど
の

フ
ル
サ
ー
ビ
ス
キ
ャ
リ
ア

ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
、

ピ
ー
チ
・
ア
ビ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
L
C
C
キ
ャ
リ
ア

ス
カ
イ
マ
ー
ク
、

A
I
R  

Ｄ
O
な
ど
の

新
興
キ
ャ
リ
ア

天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
、

フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
な
ど
の

コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
航
空

税
関
職
員
、入
国
管
理
官
な
ど
の

公
務
員

空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

外
資
系
航
空
会
社

フ
ル
サ
ー
ビ
ス
キ
ャ
リ
ア
の

グ
ル
ー
プ
会
社

日
本
貨
物
航
空
な
ど
の

航
空
貨
物
専
用
会
社

そ
の
他

図表 12 　働きたい企業・官庁

 （出所）筆者作成。

デオの上映を選ぶ学生が多かった。授業では、5～10分程度、職場の様子や働
いている人へのインタビューを毎回上映している。視覚や聴覚で訴える動画は
学生に影響を与えていることがわかった。

この授業を受講している学生とA社が提供しているキャリアサポートを利
用している学生20名（内1名は当日病欠）で成田空港Aグループの職場見学会を
実施した。訪問先は、成田空港にあるA航空会社の客室部門、旅客部門、オペ
レーション部門、空港ターミナルビルのチェックインカウンター、LL⑻などであ
る。実際に働いている社員を目の当たりにすることにより、学生にはどのように
感じるか、見学会終了後、下記アンケートに答えてもらった。

【アンケート内容】
⑴参加してあなたが一番印象に残ったことを簡潔に記入してください。
⑵参加してどのようなことを学ぶことができましたか。

①見学で学んだこと
②これからの大学の学習で力を入れていきたいこと
⑶航空業界への興味の度合いについて教えてください。
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①�航空業界に将来勤めたいと思いますか。（1. とてもそう思う、2. わからな

い、3. 全く思わない、4. 思っていたがやめようと思う、5. 関心はあるが自分に

は無理だと思う）

②�航空会社で働く実際を見て、どのように感じましたか。自由に感じたこと
を記入してください。

学生が⑴一番印象に残っていることは、CA、グランドスタッフから直接話を
聞けたことであり、19人中10人が取り上げていた。⑵①見学で学んだことは、
様々な職種や業務があることを記入している学生が一番多く、9名であった。②
これからの大学での学習で力を入れていきたいことは英語や中国語などの語
学であると17名が回答した。⑶航空業界に将来勤めたいかに関して、とてもそ
う思うと答えた学生は11名であった。一方、わからないと答えた学生は7名で、そ
の内訳は、4年生1名、3年生1名、2年生5名だった。

航空業界に興味を持って参加していると思われるAグループ職場見学会で
あったが、実施後のアンケートでは、将来航空業界に勤めたいと思う学生が
58％であり、授業受講生全体の比率とそれほど大きくかけ離れた結果にはな
らなかった。仕事を目の当たりにすることは、今回の見学会ではそれほど大き
な影響はなかったようである。

このA社グループ職場見学会は定期的に実施している。2013年度Y大学か
ら航空業界へ就職した学生は、9名であるが、そのうち7名がA社グループ職場
見学会に参加しているか、授業を受講していた。実際に就職活動をはじめた際

グループ
ディスカッション

プレゼンテーション・
発表 課題提出 DVDや

ビデオの上映
資料や

レジュメの配布

22
18

5

47

36

図表 13 　有益と感じた授業方法

 （出所）筆者作成。
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とても
そう思う
58％

わからない
37％

関心はあるが自分には
無理だと思う
5％

思っていたが
やめようと思う
0％

全く思わない
0％

図表 14 　航空業界に将来勤めたいと思うか

 （出所）筆者作成。

に、職場見学会の体験を思い出すことにより、より具体的に仕事を理解し、ア
ピールできた可能性が高い。

参加当時は2年生であり、あまり就職活動について深く考えていない学生も
多かった。そのような学生に対しては、就職活動をいざ始める段階になった時
に過去を振り返って整理するサポートが必要であると感じる。

（3）結論

本稿では、大学の授業で航空業界の仕事内容やどのようにすればその職に
就けるのかなどを説明することにより、航空業界に興味を持つ学生が増えるか
を調べた。授業前には興味を示さなかった「運航管理士」、「空港ビルディン
グ」、「公務員」に興味を示す学生が増えたことがわかった。

一方で、A社グループ職場見学会に参加した学生の航空会社への就職率は
高いという事実のわりには、見学会直後に実施したアンケートでは、それほど、
就職したいという意識に変化した学生が増えたわけではなかった。

また、グランドスタッフ、グランドハンドリングという仕事に興味を持っている
学生が多いにもかかわらず、FSCのグループ会社へ就職したいと思っている学
生は少ないという結果であった。いくら会社が異なると説明しても、制服が同じ
である場合などは、認識したり、理解が進まないのではないかということが示
唆された。

さらには、授業の中ではLCCを取り上げ、そのビジネスモデルについて詳しく
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説明している。昨今、ベンチャー企業への就職者数が増加している中、LCCな
どの新しいビジネスモデルに興味を持ち、その企業に入社しようという学生が
いてもおかしくないはずである。しかしながら、新興航空会社、LCC、地方航
空会社に興味を持っている学生はそれほど多くない結果であった。

学生からの「LCCの給与はFSCよりも安いのか」との質問に対し、「運賃が安
いからと言って、給与が安いわけではない。FSCよりも高い場合もある」と回答
した。ただし、明確にいくら程度とは明示しなかった。初任給などで企業を選
択する学生も多いことから、今後は給与や労働時間、休日などはっきりと情報
を示すことが学生の興味を引くのではないかと考える。

お わりに

今回は、授業の受講生の人数、職場見学会に参加できる学生の制限があっ
たため、サンプル数が少なかった。また、もともと全学生と言うよりも、航空業
界に興味を持ったから受講した学生も多いはずである。今後は、アンケート項
目を精査すること、1校のみで実施するのではなく、複数大学で調査を実施す
る、経年観察をし、受講生がどの業種に就職するのか、景気やニュースなどの
影響を受けるかについても調査することを課題としたい。

注
⑴　本稿でいうLCC（Low Cost Carrier）は、単一機材、機内サービスの有料化、販売の簡素

化などによる低コスト体制の下、低価格運賃での航空運送サービスを提供する航空会
社。ポイント・トゥ・ポイント（2地点間運航）方式による中短距離・多頻度運航が基本。

⑵　厚生労働省「2013年度大学卒業者就職状況調査」就職内定率。
⑶　東洋オンライン「2015年卒業生が選ぶ、人気企業300社ブランドランキング」2014

年1月22日（http://toyokeizai.net/articles/-/28831）。
⑷　マイナビ大学生就職企業人気ランキング（http://saponet.mynavi.jp/enq_gakusei/

ranking/data/kigyourank_2015.pdf　最終閲覧日2014年7月31日）。
⑸　八巻［2013］193頁。
⑹ 　『観光経済新聞』9月28日、ＪＴＢ総研（http://w w w.tour i sm.jp/column-

opinion/2014/05/kankokeizai-travel-expenses/）。
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⑺　フルサービスキャリア（FSC：Full Service Carrier）：乗継需要も含めた路線ネット
ワークを基に、広範囲の市場を事業対象とする航空会社。座席クラスを複数提供し、
機内食・飲料などをあらかじめ運賃に含めて提供するなどの特徴がある。LCCとの対
比でも使われ、ネットワークキャリア、レガシーキャリアなどとも呼ばれる。

⑻　LL: Local Lost ＆ Found：手荷物。
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